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本論文は,第 1章 序論,第 2章 実験課題の教科特徴と授業の条件,第 3章授業設
































時の平均より5%～15%増加した.特にWeb支援講義がレポー トのデータ処理 ･解釈 ･ま
とめに役に立っており,レポー トを受け取る教員の聞き取りからも確認された.
なお,総合して,学習の階層モデル理論は本研究課題の改善-の応用において,相応し
い設計手法であることを確認できた.
5章では全体の考察を行い,本授業改善を実施して,本自然科学総合実験の中でも最
も難しい部類に入る ｢光のスペクトルと太陽電池｣の授業目標を履修者の大部分に達成
させることができた.
さらに.この研究事例から得られた知見は適用範囲や条件を考慮しつつ一般化できると
考え,その知見を以下の通りまとめた.
1. 実験授業で高い効果を収めるために,現象理解 ･説明のための土台となる基礎知
識 ･原理を十分に理解させることが重要であることが改めて示唆された.
2. その基礎知識･原理を効率よく学習させるためには,視覚化可能な学習の階層モデ
ルを用い,教員間で共有しつつ内容を選定,教授手順を策定することは有効な手法とし
て推奨できる.
3. 大学初年次実験教育における基礎知識の欠如･学力不足･学力格差問題の解消には,
良く設計された共通インス トラクションとWeb講義 (自学の予習･復習用)を組で学生
に提供することは一つの有効な授業手法となる.
以上のとおり,基礎知識不足や,実験と関連する高校内容の履修者と未履修者が一つ
のクラスに混在する状況の中で,高いレベルで授業改善を達成するために,授業設計の
視点から,改善の具体的な方法を提案し,それを関係教員と協力して実践し検証すると
いう本研究の目的を,学生の評価,教員の評価,そしてレポー トの質の面において十分
に達成したものと考える.さらに,成果を一般化して,他の理科実験授業等-も適用可
能な一つの授業 (改善)法が提案できたと結論した.
最後に,本研究がやり残した課題として,学生に予習としてWeb講義の閲覧を促すた
めの動機付けや適切な仕組み,そして,実験の目標を十分に達成できない学生への何ら
かの個別指導の仕組みの必要性を指摘して,本論文を締めくくった.･
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